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はじめに

本報告書は、平成20年度日本食・日本食材等海外発信事業により、平成21年2月9日から11日
にかけて行われた「世界料理サミット2009 TOKYO TASTE」の展示会場において、来場者に向け
て日本産農林水産物・食品の魅力を発信する「輸出促進ブース」を設置し、同ブースにおける
情報発信・広報活動について取りまとめたものである。

農林水産省では、農林水産物・食品の輸出額を平成25年までに１兆円規模にするという政府
目標の実現に向け、様々な輸出促進対策事業を実施している。このうち日本食・日本食材等海
外発信事業は、海外に日本食・日本食材等及び日本食文化の魅力を伝え、これらのファンを世
界に広げることにより、我が国農林水産物・食品の輸出を促進するものである。

このような中で、今回、東京においてアジアで初となる日本発の料理の国際大会である
「世界料理サミット2009 TOKYO TASTE」（世界料理サミット）が開催された。

この世界料理サミットは、「国内外の料理人・料理文化の国際交流」、「日本食文化及び日
本食ブランドの世界へ向けた発信・拡充」、「「食育」に対する関心の向上」という３つを基
本方針として、国内外シェフによるデモンストレーションを実施するとともに、併設する展示
会場において、食品関係企業等による展示会等を開催することにより、日本ブランドとしての
「日本の食文化」を世界に向けて発信するものである。

本事業は、併設する展示会場に「輸出促進ブース」を設置し、世界料理サミットに来場する
海外の料理人、料理関係者及び料理関係の外国プレス・メディア関係者等に対して、日本食材
等・日本食文化の総合的なＰＲを実施することにより、これらに関する理解を増進するととも
に、日本食ファンの裾野を拡大し、我が国農林水産物・食品の海外への輸出促進を図ることを
目的として、情報発信を行ったものである。

このような国内外の一流シェフが集う食の一大イベントに参加する機会を与えられたことは、
日本の「食」、「食材」及び「食文化」の魅力を伝えるに当たって、大きな効果があったと考
える。

そのため、本報告書が関係各位にとって参考になれば幸いである。

なお、本事業は、農林水産省が株式会社エヌケービー、株式会社ぐるなびに委託して実施し
た。

平成21年3月

委託先： ㈱エヌケービー、㈱ぐるなび

農林水産省 大臣官房国際部 貿易関税チーム 輸出促進室
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第１章 世界料理サミット2009 TOKYO TASTEの概要

平成21年2月、東京において、アジアで初となる日本発の料理の国際大会である「世界料理サ
ミット2009 TOKYO TASTE」（世界料理サミット）が開催された。
この世界料理サミットでは、「国内外の料理人・料理文化の国際交流」、「日本食文化及び

日本食ブランドの世界へ向けた発信・拡充」、「「食育」に対する関心の向上」という３つを
基本方針として、国内外シェフによるデモンストレーションを実施するとともに、併設する展
示会場において、食品関係企業等による展示会等を開催することにより、日本ブランドとして
の「日本の食文化」を世界に向けて発信した。

このような世界料理サミットには、海外の料理人、料理関係者及び料理関係の外国プレス・
メディア関係者等が多数来場し、これらの者に対して、日本食材等・日本食文化の総合的なＰ
Ｒを実施することにより、日本食材等・日本食文化に関する理解を増進するとともに、日本食
ファンの裾野を拡大し、我が国農林水産物・食品の海外への輸出促進を図ることを目的として、
本事業を実施した。

なお、我が国農林水産物・食品の輸出促進を図る観点から、輸出につながる可能性のある食
材等を中心にＰＲすることに重点を置き実施に当たった。

近年、世界中において日本食ブームが広がっている。世界各国においてそれぞれの国民の嗜
好に合わせてアレンジされた日本食に人気が集まる中、日本食文化の姿が歪曲されて伝えられ
ている節が無いとはいえない。伝統的な日本食・日本食文化の姿を伝えることだけが、多様に
ある日本食材全体の価値向上に貢献することではないだろうが、日本食材の持つ価値の魅力を
伝えるためには、ある程度の使い方や食材や食品に対する慣れ親しみが必要と考えた。

日本食材の価値を語ることは、各国のマーケットに合わせた日本食文化をＰＲするだけでは
なく、異なる文化的背景を持つ来場者と同じ目線で日本食材の魅力や価値を伝えきれるかが本
事業の重要な課題と考えた。

また、本事業のターゲットとなる海外の料理人、料理関係者及び外国プレス・メディア関係
者等に対して日本食材等・日本食文化をＰＲするということは、食のプロフェッショナルに対
し、彼らを満足させる訴求力をもつ食材や人材を用意することも重点課題と考えた。

以上を考慮して、本事業に取り組むに当たって、以下の点を視野に入れながら展示・運営を
行った。

■ 「輸出促進ブース」応援団の設置

日本に在住し活躍する外国人シェフや日本人の新進気鋭シェフを輸出促進ブースの応援団と
して招き、公募により集めた食材を使用した新たな料理を提案する農林水産省版調理デモンス
トレーションによるＰＲを行う。

■ 多言語対応体制

世界料理サミットは、ヨーロッパやアメリカを始め世界中から、食のプロフェッショナルが
集う大会であるため、本事業においては主要４ヶ国（英・仏・伊・西）の言語対応を行う。

■ 国内生産者・食品メーカーに対する対応

出品の公募に当たっては、海外に輸出意欲のある国内生産者、食品メーカーに対して出品募
集を積極的に働きかけ、多くの日本産農林水産物・食品の展示を行う。

１．事業趣旨

２．事前の抽出課題
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３．開催概要

（１） 世界料理サミット2009 TOKYO TASTEの概要

■名称 和文名： 世界料理サミット2009 TOKYO TASTE
英文名： TOKYO TASTE -The World Summit of Gastronomy 2009-

■開催期間 平成21年（2009年）2月9日（月）～11日（水） 【3日間】

■会場 東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内3-5-1）

■参加国 日本、フランス、スペイン、イギリス、イタリア、アメリカ合衆国、

オーストラリア、中国

■規模 総面積 5000㎡（デモンストレーション会場：3000㎡ 展示会場：2000㎡）

■主催 世界料理サミット実行委員会（理事会）

■名誉総裁 高円宮憲仁妃久子殿下

■総裁 小泉 純一郎 衆議院議員

■名誉顧問 ジョエル・ロブション オーナーシェフ
フェラン・アドリア オーナーシェフ

■顧問 小倉 和夫 国際交流基金 理事長

■理事長 茂木 友三郎 キッコーマン株式会社 代表取締役会長

■委員長・理事 服部 幸應 学校法人服部学園 服部栄養専門学校 理事長・校長

■ＵＲＬ http://www.tokyotaste.net/

■来場者数内訳

2/9（月） 2/10（火） 2/11（水） 合計

1,763名 1,725名 1,257名 4,745名

1,424名 2,027名 1,463名 4,914名

235名 247名 368名 850名

10,509名

544名■メディア取材者数(3日間）

■総来場者数（3日間）

開催期間の来場者

■デモンストレーション会場

■展示会場

■参加学生数
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（２）参加シェフとデモンストレーション会場タイムスケジュール

資料：「世界料理サミット2009 TOKYO TASTE」公式ホームページより。

ＵＲＬ：http://www.tokyotaste.net/jp/program/program.html
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（３）会場全体図

輸
出

促
進
ブ

ー
ス

（
小

間
番
号

Ｔ
－

３
）展
示

会
場

入
り

口

本
会
場

入
り
口

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

会
場

展
示

会
場



7

第２章 世界料理サミット2009 TOKYO TASTEにおける輸出促進ブースの運営

１．事業全体の流れ

広報資材の作成 事業全体 出品者募集

2008年11月20日 第1回出展者説明会

2008年

12月

2009年

1月

2月

3月

2008年12月11日 公募ページＵＰ
出品者公募開始応援団シェフ選定・交渉開始

1月26日 農水省との打合せ

2009年2月9日～11日 世界料理サミット2009 TOKYO TASTE 開催

報告書準備～3月末日 報告書提出

ブース初稿案提出

1月23日 出品者公募締切

2009年1月14日 農水省との打合せ

ブース再校案提出 応援団シェフ決定

2008年12月17日 第2回出展者説明会

調理デモ・レシピ決定

レシピ・フライヤー翻訳・制作

The Food of Japanパンフレット増刷開始

ブース・フライヤー制作再校提出

The Food of JapanＤＶＤ増刷開始

ブース・フライヤー制作初稿提出

出品者調整

2008年12月24日 農水省との打合せ

ブース制作開始

パンフレット、ＤＶＤ、
ブース・フライヤー、

レシピ・フライヤー納品
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２．運営内容の詳細

（１）輸出促進ブースの概要

出品物

発芽玄米、米加工品、こんにゃく麺、米麺、黒大豆加工食品、黒毛和牛、ドレッシング

味噌、顆粒味噌、醤油、ポン酢醤油、液体ゆず胡椒、塩、甘酢、ポン酢、ねぎ、梨（幸

水）、大根、キャベツ、じゃがいも、ごぼう、かぶら、白身魚、真いか、まぐろ、ぶり

（冷燻）、鯖（冷燻）、真鯛、焼さば寿司、焼海苔、乾燥わかめ、和菓子（大福）、フ

リーズドライ乾燥納豆（スナック）、つくだ煮、豆腐、さつま揚げ、黒にんにく、野菜

チップス、湯葉、はんぺん、うに、フリーズドライもずくスープ、梅干、豆乳だいだい

果汁、伊予柑、温州みかんジュース、煎茶、抹茶

開催内容

① 応援団シェフ４名による農林水産省版調理デモンストレーション（出品物を使用）

② 調理デモのレシピの配布

③ 出品物の試食・試飲

④ 出品物の展示

⑤ 出品者・出品物リストの配布

⑥ 映像による日本食材の紹介

⑦ パンフレットによる日本食材の紹介

⑧ 日本食・日本食材についてのアンケート

名称 農林水産省　輸出促進ブース

出展内容

総面積：４小間（36㎡）

〔内訳〕

■調理デモンストレーションブース：１小間（9㎡）

■広報展示ブース：２小間（18㎡）

■日本食材展示ブース：１小間（9㎡）

計 ４９社 ７６品
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① イベント趣旨
農林水産省「輸出促進ブース」では、主に海外からの来場者（海外の料理人、料理関係者、食のメ

ディア・プレス関係者）に対し、日本食材のＰＲを行ない、訪れていただいた方々に、まだ知られざる
日本食材の魅力を発見していただくことにより、将来的に輸出に結びつけることとした。

② コンセプト

日本食材・日本食文化の発展と発見

③ シェフ選定
本事業において、日本食材の品質の高さや新たな使用方法などをＰＲできる人材選定を行った。
海外からの来場者に対し、日本食材の魅力を効果的に伝えるために、日本で活躍しているスペイン出

身のシェフに対して輸出促進ブース応援団長としてレシピ作成から調理デモンストレーションまでを依
頼。
また、ぐるなびの持つシェフネットワークを活用し、新進気鋭の若手シェフ２名を起用するとともに、

さらに、強力な応援団としてフランス人巨匠シェフの協力もいただき、計４名で、農林水産省版調理デ
モンストレーションをブースの目玉イベントとして行った。

④ イベント告知チラシ
イベントスケジュール、アンケートを印刷したＡ４サイズのチラシを制作。
チラシの配布場所として、輸出促進ブースの他に、内閣府の協力による内閣府ブース、プレス・メ

ディアビジネスセンターにおいてチラシを配布した。

⑤ オリジナル料理の開発とレシピの配布・アンケートの回収率向上のための施策
応援団シェフには、前もって出品物を利用したオリジナル料理を最低１品以上開発していただいた。
また、オリジナル料理以外に、保存が利くもう１品を事前に用意してもらい、計２品をシェフ試食メ

ニューとして当日、アンケートに協力してもらった来場者に対して提供した。
オリジナル料理のレシピは、調理デモンストレーションと合わせて来場者が自由に手にとってもらえ

るようにブースに設置し、出品物の新たな使用方法の一例として紹介した。

⑥ 多言語への対応
イベント告知チラシ、オリジナルレシピ、アンケートに関して、英語を基本にフランス語、イタリア

語、スペイン語のものをそれぞれ用意。必要に応じて配布できる準備をした。また、通訳、アテンド役
として、フランス語、イタリア語、スペイン語に通じたスタッフを常時ブースに配置して、来場者との
コミュニケーションを円滑に出来るようにした。

⑦ 出品者・出品物リストの配布
出品者・出品物リストを準備。電話、Fax、E-mailなど各連絡方法等を明記して来場者が実際に連絡

を取れるように一覧表を配布した。

⑧ 出品物の展示、試食、試飲
出品物の中で試食、試飲提供を希望する約３０の出品者・６０品目の食材について、来場者に試食

や試飲として提供した。
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（２）輸出促進ブースの設営

【各エリアの説明】

■ 調理エリア 応援団シェフによる調理実演を間近で見ることのできる環境を整備。
来場者が直接見学できるように前面を透明のアクリル板で仕切り、かつ、試写会エリア
で調理デモの様子を映像で捉えることができるようビデオカメラを設置した。

■ 試写会エリア 農林水産省広報資材（DVD・パンフレット等）を設置するとともに、DVDを放映する
ため、大型モニター（６５インチ）を設置。調理デモの様子を放送できるマルチメディ
ア環境を整備した。

■ 食材展示エリア 大型冷蔵・冷凍ショーケースを設置、常温の商品に関しては展示品ラックに陳列した。
壁を外し開放的なコーナーとすることで、来場者が気軽に立ち入ることのできるスペース
を作った。
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（３）輸出促進ブースの外観
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（４）出品者の募集

■ 出品応募要領の作成

出品の募集に際して、イベント概要と趣旨の説明、出品条件、問い合わせ先、応募方法等を明記した応募
要領を作成。出品希望者が出品公募ページから応募要領を直接ダウンロードできるようにした。

■ 出品公募ページの作成

出品の公募についてWEBページを作成。応募要領のダウンロードサービス、問い合わせ先の明記など、WEB
でも受付ができる環境を整えた。

■ バナーデザイン
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【ぐるなびによる募集】

① ぐるなびの生産者・食関連企業用情報サイト「ぐるなびPRO for メンバー」において公募ページの
バナーを設置、輸出に関心の高い企業等を出品公募ページに誘導した。

② 「ぐるなびPRO for メンバー」のメーリングリストにおいて本事業の案内を行った。

③ 「ぐるなびPRO for メンバー」８００社（団体を含む。）に対し、営業活動を通じて本事業の案内や趣
旨の説明をするとともに、輸出に関心の高い企業等の抽出・アプローチを行った。

【農林水産省による募集】

① 農林水産物等輸出促進全国協議会の会員に対して案内を行った。

② 農林水産省ホームページ及び農林水産物等輸出促進メールマガジンからの誘引を行った。

（５）出品者の決定

公募に応募した企業等に対し、

① 製造の最終過程において日本産の食品であるか

② 輸出実績の有無

③ 外国語の商品案内（パンフレット等）の有無

④ 商品に対する問合せについての対応の可否

について確認を行い、最終的に４９社７６品目の出品を決定した。
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